














諸 要 因 と 緑 の 革 命
- タイ国における米生産の生産関数による分析を中心として-


































Ⅰ 問 題 と 課 題
最近の東南アジアの農業発展は,第1に伝統的粗放農業から集約的農業-の変化傾向,第2















種 (high-yieldingvarieties, 以後 HYV と略称)の全世界的な普及により,戦後間もなく
はじまった｡その成功を基に,1962年-フィリピンに InternationalRiceResearch Institute
(IRRI)が, ロックフェラー･フォ- ド両財団とフィリピン政府の協力で設立された｡ そして



































































6位の米生産国である (1341万 トン,もみ)｡ しかしその輸出量はアジアでは1位,世界でも
アメリカに次いで2位であり,その国内生産量に対する割合は1965年には約27%,輸出量の落


















































































































































の上昇の程度を知ることができる｡ 両変数に Hn/Anおよび Hr/A,が乗じられているのは,
タイ国では作付面積と収穫面積との差が,早魅,洪水,病虫害などにより大きいので,それを









本論文では linearと loglinearの関数型を仮定する｡ 統計的モデルとしては Classical
linearregressionmodelを用いる｡ すなわち,
0-bol(A-R)･-莞 ｣bllR･葦 サ LM BlF〕机 K]b5〔WM6lC〕b7lC〕b8lV]･･･(3)



































し NSO の新推計は66/67生産年からしか存在しない｡ 以上の分析を基に最終的な 0のデーメ
には,1950/51生産年から1965/66生産年までほ, MinistryofAgricultureのデータを1966/
67-1968/69の期間における NSO のデータの Ministryのそれに対する平均倍率1.1526でふ
くらませて使用し,1966/67から1968/69までは NSO のデ-タをそのまま使用した｡




は Statelrrigation と Peoples'Irrigation,および Tanklrrigationの各面贋の和である｡
作付面積 A と収穫面積Hに関する長期タイム ･シリーズ ･データは MinistryofAgricul-

























































































































ゆえに係数推定値の分･散 ･共分散行列 ∑ 的-62(X′X)~1の要素が大きな値を取るので,推定
された係数が不安定になるということである.25)
上の4式の Durbin-Watson値により,上述の統計的モデルの(6)の仮定をテス トできる｡





準で acceptされたが,β<0に対してほ,テス ト結果は不安定になる｡ (1)式に対しては,2.5
%の有意水準で p<0とp>0の両方に対して,p-0が acceptされた｡丑6)
Ⅲの1)で仮定したように2番目の独立変数の係数は最初の変数のそれより大きいことが望


































































































































































































































































































































































22.0 : 1.575 2.588
25･0 . 2･069 i 3･062
1
25.0* 2.600 . 3.773



































































on NationalRiceEconomiesand InternationalTradeof Riceamong LessDevelol)ed and
Develobed Countries- WithSpecialReferencetoThailand,Indonesia,Japan,andikeUnited
States-,aPh.D.thesissubmittedtotheUniversityofIlinois,section5.2.1参照.
37)プレミアムの変更頻度の少なさについては,例えば Ingrarn,EconomicChangeinThailand1850-
1970,pp.243-247を参照O
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